
               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈募集要項〉 

・対象： 学生・社会人   ・参加費： 各回５００円（学生無料） 

・基本テキスト：  『歴代天皇の御製集―九十五方の御歌を読むー』 

（当会編・致知出版社刊、税込定価２４２０円） 

 事前にお求めの上、ご参加ください。 

書店、アマゾンなどで購入できます。本会宛てにお申込み（右の QR コード）

頂ければ、２４３０円（送料込み）でお送りいたします。                  

・定員：４０名（先着順）                        

◆お申込み・お問合せ先： 

公益社団法人 国民文化研究会 

電話 03(5468)6230 FAX 03(5468)1470 

〒150-0011 東京都渋谷区東 1-13-1-402 

URL : https://kokubunken.or.jp  Email：info@kokubunken.or.jp 

お名前                       電話      (    )              

上記ご記入の上、FAX いただくほか、当会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ所載の申込フォーム 

(下記 QR コード)から申込み頂けます 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

第１回 令和８年１月２５日（日）「神宮に祈られる大御心～伊勢神宮に関する 

     御製を読む～」 （講師：平井 仁子氏） 

第２回 ２月２２日（日） 「飛鳥から斑鳩への道～推古天皇と聖徳太子の御歌～」 

                                 （講師：西山 八郎氏） 

第３回 ３月２２日（日） 「明治天皇御製に仰ぐ日本の心」 （講師：池松 伸典氏） 

いずれも１４時開始～１６時半終了予定  

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター（代々木）・センター棟 

  第１回 ５階５１１号室、第２回 ５階５１０号室、 第３回 １階１０９号室 

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1  地図：https://nyc.niye.go.jp/access 

      小田急線・参宮橋駅（徒歩７分）、地下鉄千代田線・代々木公園駅（徒歩 10分） 

      京王バス・「宿 51系統」＊「代々木５丁目」下車（徒歩１分） 

＊：JR新宿駅・渋谷駅の各「西口バスターミナル」より両駅間を運行 

 

 
和歌（御製）を味わい学ぶ歴代天皇講座 

第２期講座：令和８年１～３月 

主催：公益社団法人 国民文化研究会 

先般、好評を得て増刷となりました『歴代天皇の御製集』をもとに、昨年に続いて

開催いたします。日本の歴史と天皇について更に深く学んでゆきます。 

https://kokubunken.or.jp/


『
歴
代
天
皇
の
御
製
集
』
の
書
評
・
紹
介
記
事
よ
り 

 
『H

an
ad

a

（
令
和
六
年
七
月
号
）』 

「
谷
口
智
彦
の
今
月
こ
の
一
冊
」―

『
歴
代
天
皇
の
御
製
集 

九
十
五
方
の
御
歌
を
読
む
』 

元
内
閣
官
房
参
与 

谷
口
智
彦
氏 

神
武
天
皇
か
ら
上
皇
陛
下
ま
で
、
歴
代
天
皇
の
御
製
を
集
め
一
書
に
し
た
本
だ
。
詠
み
や
す

さ
は
特
筆
す
べ
き
で
、
予
備
知
識
な
し
で
も
通
勤
電
車
往
復
数
回
分
で
読
み
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
に
は
、「
家
庭
の
常
備
本
」
と
し
て
奨
め
た
い
。
皇
統
の
一
貫
性
、
つ
ま
り
は
日
本
に

お
け
る
歴
史
の
継
続
を
知
る
に
は
こ
の
上
な
く
よ
い
本
だ
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
る
。 

五
七
五
七
七
の
韻
律
を
舌
に
転
が
し
味
わ
い
つ
つ
終
え
る
と
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
感
懐
が
わ
く
。

あ
る
綿
々
と
続
く
魂
の
連
な
り
を
二
千
何
百
年
分
ま
と
め
て
見
た
と
い
う
、
他
で
得
ら
れ
ぬ
類

た
ぐ
い

の
感
動
だ
。
そ
ん
な
鑑
賞
体
験
を
可
能
に
す
る
治
世
と
知
性
の
連
続
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
そ
れ

自
体
奇
跡
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。―
中
略―

 

天
皇
の
御
歌
を
通
じ
て
、
日
本
の
歴
史
を
一
気
通
貫
、
文
字
通
り
の
大
河
ド
ラ
マ
と
し
て
見

た
感
じ
が
読
後
に
強
く
く
る
。 

編
者
は
「
国
民
文
化
研
究
会
」
に
集
う
人
々
。
発
足
七
十
年
が
近
い
老
舗
の
同
会
は
、
邦
家
の

伝
統
と
り
わ
け
皇
統
の
連
続
に
つ
い
て
学
び
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
き
た
。
会
に
集
う
学
生
た

ち
に
、
往
事
は
小
林
秀
雄
ら
が
出
向
い
て
対
話
し
た
の
は
有
名
。
天
皇
が
詠
じ
ら
れ
た
和
歌
つ

ま
り
御
製
の
観
賞
と
学
習
に
は
長
年
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
書
を
生
ん
だ
と
い
う
。―

中

略―
 昭

和
天
皇
終
戦
時
の
御
製
と
し
て
本
書
が
収
め
る
三
首
（
ど
れ
も
初
見
な
の
が
申
し
訳
な
い
）

を
み
る
と
「
爆
撃
に
た
ふ
れ
ゆ
く
民
の
上
を
お
も
ひ
い
く
さ
と
め
け
り
身
は
い
か
な
ら
む
と
も
」

の
よ
う
に
、
い
ず
れ
に
も
い
く
さ
を
「
と
め
け
り
」
、「
と
ど
め
け
り
」
の
語
が
あ
る
。
自
分
が
止

め
た
の
だ
と
、
世
を
し
ろ
し
め
す
人
と
し
て
の
揺
る
ぎ
な
い
当
事
者
意
識
が
そ
こ
に
は
あ
り
、

言
葉
が
強
い
。 

本
書
が
収
め
る
の
は
、
二
千
数
百
年
も
の
長
い
あ
い
だ
邦
家
の
盛
衰
を
お
の
が
こ
と
と
し
、

そ
の
双
肩
に
担
い
続
け
た
治
者
な
ら
で
は
詠
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
歌
、
歌
、
歌
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ゆ
え
に
あ
る
一
貫
し
た
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。―

中
略―

 

歴
代
天
皇
に
と
っ
て
最
も
苦
し
か
っ
た
の
は
、
織
豊
時
代
に
至
る
四
百
年
。
そ
の
途
方
も
な

く
長
い
期
間
、
諸
天
皇
は
い
か
に
耐
え
ら
れ
た
の
か
。 

歌
を
通
じ
て
だ
っ
た
か
と
、
本
書
を
読
ん
で
見
当
が
つ
く
。
先
代
の
方
々
が
何
に
悩
み
喜
び
、

い
か
に
身
を
律
し
た
か
、
歌
が
教
え
た
。
治
者
た
る
者
の
持
し
方
を
、
自
ら
歌
に
さ
れ
た
。
読
む

こ
と
と
詠
む
こ
と
は
歴
史
を
内
在
化
し
、
今
を
内
省
す
る
求
道
行
為
だ
っ
た
。
作
歌
を
「
し
き
し

ま
の
道
」
と
呼
ん
だ
の
も
、
そ
れ
ゆ
え
か
。（
引
用
者
注
・
改
行
を
一
部
省
略
） 

 

『
湊
合
』（
小
川
榮
太
郎
氏
責
任
編
集
、
一
般
社
団
法
人
平
和
学
研
究
所
刊
）・
創
刊
号
（
令
和
六

年
三
月
一
日
・
書
評
欄
） 

全
国
民
必
携
・
必
読
の
書
と
言
い
た
い
。
神
武
天
皇
か
ら
上
皇
陛
下
ま
で
の
歴
代
天
皇
の
内
、

和
歌
を
残
さ
れ
た
九
十
五
方
の
詠
ま
れ
た
御
製
約
二
百
七
十
首
が
精
選
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

収
録
和
歌
を
絞
っ
た
分
、
時
代
と
歴
代
天
皇
の
お
人
柄
や
御
事
績
に
説
き
及
び
、
そ
れ
が
と
て

も
適
切
な
の
で
見
事
な
日
本
通
史
と
も
な
っ
て
い
る
。
も
し
日
本
の
歴
史
に
一
貫
し
た
軸
を
与

え
得
る
何
か
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
歴
代
天
皇
の
御
製
な
の
だ
が
、
こ
の
文
芸
観
＝
史
観
は

ま
だ
遥
か
に
公
認
の
も
の
と
は
程
遠
い
。
本
書
は
そ
の
例
証
と
な
る
見
事
な
編
集
と
言
え
る
。

ゆ
っ
く
り
読
み
進
め
れ
ば
、
歴
代
天
皇
の
歴
史
と
の
密
接
な
関
り
を
改
め
て
知
る
事
と
も
な
り
、

和
歌
の
様
式
変
化
を
壮
大
に
辿
る
文
芸
史
の
旅
と
も
な
り
、
小
堀
桂
一
郎
氏
が
至
尊
調
と
名
付

け
た
御
製
の
大
ら
か
な
品
格
に
天
皇
の
本
質
を
直
観
す
る
事
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
充

実
し
、
し
か
も
高
貴
な
文
芸
の
経
験
な
ど
そ
う
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
文
芸
と
歴
史
と
が

天
皇
の
御
一
身
に
統
合
さ
れ
て
い
る
世
界
に
類
の
な
い
国
柄
の
不
思
議
が
こ
の
一
冊
に
詰
ま
っ

て
い
る
、
天
皇
を
理
屈
や
形
式
の
上
で
尊
く
思
っ
て
読
む
必
要
は
全
く
な
い
。
素
直
に
読
み
進

め
る
た
け
で
い
い
。
ど
の
よ
う
な
皇
室
論
以
上
に
天
皇
の
尊
さ
を
体
で
知
る
事
と
な
る
一
冊
で

あ
る
。 

   

 

「（
本
書
を
）
約
一
ヶ
月
か
け
て
精
読
し
、
あ
ら
た
め
て
学
び
え
た
こ
と
が
多
い
。
日
本
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
る
に
は
、
本
書
を
『
百
人
一
首
』
の
よ
う
に
繰
り
返
し
味
読
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。」
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授 

所 

功
氏
『
歴
史
研
究
』
第
七
一
七
号
〈
巻
頭
随
想
〉
よ
り 

 
 そ

の
他
、
『
神
社
新
報
』（
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
・
茂
木
貞
純
氏
、
令
和
六
年
一
月
一
日
号
）
、 

『
産
経
新
聞
』（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
主
任
研
究
員
・
打
越
孝
明
氏
、
令
和
五
年
十

一
月
五
日
）、
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
『
今
週
の
御
皇
室
』（
高
清
水
有
子
氏
、
令
和
五
年
九
月
二
十
八
日
・

同
十
月
四
日
）、
致
知
出
版
社
『
月
刊
・
致
知
』（
令
和
五
年
十
月
号
）、
日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ

ー
『
明
日
へ
の
選
択
』（
令
和
五
年
十
二
月
号
）
、
日
本
会
議
『
日
本
の
息
吹
』（
令
和
六
年
二
月

号
）
、
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
『
史
』（
令
和
六
年
一
月
号
）
な
ど
多
く
の
媒
体
で
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
本
書
は
歷
代
天
皇
の
御
製
集
と
い
ふ
所
謂
詞
華
集
の
性
格
を
超
え
て
、
國
史
の
要
諦
を
略
述

し
た
立
派
な
通
史
の
一
例
と
な
っ
て
ゐ
る
と
筆
者
は
評
價
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」 

 
 

 
 

 
 

 

小
堀
桂
一
郎
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
「
薦
め
る
詞
」（
本
書
巻
頭
）
よ
り 


